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「炭素線治療計画のための人体組織と 

炭素線の物理反応のモデル化」 
 

兼松 伸幸 先生 
放射線医学総合研究所 重粒子医科学センター 

治療システム開発室長 

 

 放射線治療計画では、患者の体を計算機上の三次元画像デー
タとして記述し、その各画素体積に物質情報を持たせることで
放射線と物質の相互作用を理論的に計算する。物質情報の源泉
は治療計画用CT画像で、その画素値であるCT値は診断用X線の
減弱（単位長さあたりの光子損失率）を表す。炭素線治療にお
いて最も重要な相互作用は減速過程であり、その特徴量は阻止
能の水に対する比である。そのため、人体組織に対するCT値と
阻止能比の間の相関関係を実験的に決定して、治療計画ではCT
値を阻止能比に変換して利用する。しかしながら、減速過程に
対して決めた水への換算関係は多重散乱や原子核反応という副
作用的な相互作用に対しては成り立たたず、線量誤差の原因と
成り得る。今回のセミナーではその影響評価と誤差低減のため
の幾つかの研究を紹介する。 


